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5 00\times 5 00 のマトリ ックスを一つのデータとみなせば、このデータは  500\times




と表せる。ここで \mathrm{U} は、撹乱項。このモデル式のパラメータ  $\alpha$ を推定しようとすれ
ば、  500\times 500個より多くの標本データが必要になるのは自明。


















ある頂点 \mathrm{v} と \mathrm{w} の間の枝の本数を行列の ( \mathrm{v} , w) 成分に割り当てる。単純グラフ
であれば、枝があるとき ( \mathrm{v} , w) を 1 に、枝がないとき ( \mathrm{v} , w) を 0 にする。有向
グラフの場合、 \mathrm{v} から \mathrm{W} に向かう枝があるときのみ ( \mathrm{v} , w) を 1 に、そうでないと






























\mathrm{r}_{\mathrm{l}\mathrm{J}} = 1 / \mathrm{a}_{\mathrm{l}\mathrm{J}[}\mathrm{b}_{\mathrm{J}1} + (\mathrm{b}_{11} / \mathrm{x}_{1}) \mathrm{x}_{\mathrm{J}}]
ここで、 \mathrm{a} は投入係数、 \mathrm{b} はレオンチェフ逆行列の係数、 \mathrm{x} は生産高である。この式
では、投入係数 aij の値が大きくなるにつれて rij の値は小さくなる。すなわち、第
\mathrm{i} 産業と第 \mathrm{j} 産業間の取引が大きく、その取引が重要であるほどrij の値は小さくな










産業連関表の相違は、閾値 rij の値によって異なってく るからである。




今例えば、粗視化の度合いの異なる質的産業連関表を表 \mathrm{A}、表 \mathrm{B}、表 \mathrm{C} とする。産
業連関表はこの順に稠密なるものとする。このとき、それぞれの表の中心性尺度を求
めこれをそれぞれ \mathrm{A} 尺度、 \mathrm{B} 尺度、 \mathrm{C} 尺度とする。二つの尺度ベク トルの順位相関係
数を、相関 ( \mathrm{B} 尺度、 \mathrm{C} 尺度) のように表すならば、相関 ( \mathrm{A} 尺度、 \mathrm{B} 尺度) の値が十






相関 ( \mathrm{A} 尺度、 \mathrm{B} 尺度) の値が十分大きい必要があるのは、この相関が低い場合、相
関 ( \mathrm{A} 尺度、 \mathrm{B} 尺度) と相関 ( \mathrm{A} 尺度、 \mathrm{C} 尺度) の値にあまり差が無くても、 \mathrm{B} 尺度と
\mathrm{C} 尺度の並びは相当異なっている場合があるからである。
本研究で用いるネッ トワーク中心性尺度とは、ネッ トワーク分析のなかでも、最も
よく用いられる尺度の一つである。点中心性(node centriality) は、ネッ トワークを






本研究で用いる中心性尺度は、近接中心性、次数中心性、 \mathrm{P} a \mathrm{g} \mathrm{e}\mathrm{R}\mathrm{a} nk、媒介
中心性の4種類である。
4. 中心性の指標の頑健性について
さて、今回は、表 \mathrm{A} の閾値として \mathrm{r} < 1 0 0 、表 \mathrm{B} の閾値として \mathrm{r} < 1 0 0 0 、
表 \mathrm{C} の閾値として \mathrm{r}< 1 00 0 0 とする。順位相関を計算した結果は、表1にまと
められている。順位相関は、スピアマンの順位相関とケンドールの順位相関を記載
している。
この表より、 \mathrm{r} < 1 0 0 0 と \mathrm{r} < 1 0 0 0 0 においては、どの中心性尺度も順位相
関は高く、閾値として1 0 0 0以上を設定した場合、どの中心性尺度も頑健性を有し
ている。次に、 \mathrm{r} < 1 0 0 と \mathrm{r} < 1 0 0 0 0 の順位相関と \mathrm{r} < 1 0 0 0 と \mathrm{r}< 1 0 0
0 0 の順位相関にあまり変化が見られない中心性尺度は、次数中心性、とPa \mathrm{g} \mathrm{e}\mathrm{R}
a \mathrm{n}\mathrm{k} であり、これに近接中心性 (別の頂点からある頂点へ) が続く。近接中心性 (あ
る頂点から別の頂点へ) と媒介中心性はかなり相違がある。
近接中心性 (IN) スピアマン 近接中心性 (OUT) スピアマン
\langle 100/く10000 \langle 1000/\langle 10000 く 100/\langle 10000 く 1000/\langle 10000
0. 7763 0 .9420 0 .4024 0.9129
ケン ドール ケンドール
0. 6264 0 .8092 0 .3420 0 .7803
次数中心性 スピアマン Pagerank スピアマン
\langle 100/\langle 10000 \langle 1000/\langle 10000 \langle 100/\langle 10000 く1000/く10000
0. 8030 0 .9475 0 .8068 0. 9087
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ケンドール ケンドール
0. 6046 0 .8221 0 .6319 0.7575
媒介中心性 スピアマン
く 100/\langle 10000 \langle 1000/\langle 10000
0. 5930 0 .9030
ケンドール
0. 4540 0 .7506
表1 順位相関
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